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※本装置は、２線式電話端末設備用です。 

 ２線式電話端末設備以外に接続されますと、本装置や接続した機器が故障する場合がありますので、接続しないで下さい。 
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■１ 概要 

 ◇本装置は、電話網のシミュレーションを行うための、疑似交換機（ネットワークシミュレーター）です。 

 ◇電話機やＦＡＸ等の電話端末設備を、加入者回線に接続することなく試験やデモンストレーションができます。 

 

■２ 特長 

 ◇設定により、代表的な日本ＮＴＴ交換機と米国ＡＴ＆Ｔ交換機の信号を発生できます。 

 ◇設定により、内線（外線「０」発信）の４８Ｖ回線または２４Ｖ回線のシミュレーションができます。 

 ◇代表的な日本交換機の場合、設定により、信号アッテネータが入りますので、厳しい試験ができます。 

 ◇日本の発信電話番号受信機能（ナンバーディスプレイ）に対応しています。 

 ◇各回線は独立設定のため、１回線は代表的な日本ＮＴＴ交換機、もう１回線は米国ＡＴ＆Ｔ交換機のような使い方ができます。 

 ◇回線保留機能（逆信対応）を内蔵しています。（ファームウエアバージョン２以降対応） 

 ◇小型（幅６０ｍｍ×高さ４０ｍｍ×奥行８５ｍｍ）・軽量（１１０ｇ）です。 

 

■３ 添付品 

 使用説明書  ×１ 

 ＡＣアダプター  ×１ 

 

■４ 仕様 

◇使用環境 

 動作温度範囲・・・・・・・・・・・・・ －１０℃～５０℃（氷結および結露のないこと） 

 動作湿度範囲・・・・・・・・・・・・・ ５％ＲＨ～８５％ＲＨ 

◇電源部 

 定格電源電圧・・・・・・・・・・・・・ ＤＣ１２Ｖ 

 使用可能電源電圧範囲・・・・・・・・・ ＤＣ９Ｖ～ＤＣ１５Ｖ 

 消費電流・・・・・・・・・・・・・・・ ０．２５Ａ以下（無負荷）、０．６Ａ以下（最大） 

◇回線部 

 回線数・・・・・・・・・・・・・・・・ ２回線 

 無負荷回線電圧・・・・・・・・・・・・ ４４Ｖ～５３Ｖ（設定番号４：２０Ｖ～２７Ｖ） 

 回線電流・・・・・・・・・・・・・・・ ５４ｍＡ～６６ｍＡ（低い設定：２０ｍＡ～２４ｍＡ） 

 音声通過帯域幅（－３ｄＢ）・・・・・・ ３００～３４００Ｈｚ 

◇回線部（設定番号０～８） 

 標準リング（無負荷）・・・・・・・・・ １６Ｈｚ、７０Ｖｒｍｓ（低い設定：４４Ｖｒｍｓ） 

 標準送話減衰量・・・・・・・・・・・・ ０ｄＢ（低い設定：７ｄＢ） 

 標準ダイヤルトーン・・・・・・・・・・ ４００Ｈｚ、－１９ｄＢｍ（低い設定：－２９ｄＢｍ） 

 標準リングバックトーン・・・・・・・・ ４００Ｈｚを１６Ｈｚで８６％変調、－２４ｄＢｍ（低い設定：－３６ｄＢｍ） 

 標準ビジートーン・・・・・・・・・・・ ４００Ｈｚ、－２４ｄＢｍ（低い設定：－３６ｄＢｍ） 

 標準ナンバーディスプレイ信号・・・・・ －１５ｄＢｍ（低い設定：－３２ｄＢｍ） 

 ダイヤルパルスブレーク検知範囲・・・・ ３０ｍｓ～３８ｍｓまたは、５３ｍｓ～７７ｍｓ 

 ダイヤルパルスメーク検知範囲・・・・・ １４ｍｓ～１９ｍｓまたは、２８ｍｓ～４６ｍｓ 

 ダイヤルパルスポーズ検知時間・・・・・ ４５０ｍｓ以上または、６００ｍｓ以上（１０ｐｐｓ検知時） 

◇回線部（設定番号９） 

 標準リング（無負荷）・・・・・・・・・ ２０Ｈｚ、７０Ｖｒｍｓ 

 標準送話減衰量・・・・・・・・・・・・ ０ｄＢ 

 標準ダイヤルトーン・・・・・・・・・・ ３５０Ｈｚ＋４４０Ｈｚ、－１０ｄＢｍ（１周波数：－１３ｄＢｍ） 

 標準リングバックトーン・・・・・・・・ ４４０Ｈｚ＋４８０Ｈｚ、－１６ｄＢｍ（１周波数：－１９ｄＢｍ） 

 標準ビジートーン・・・・・・・・・・・ ４８０Ｈｚ＋６２０Ｈｚ、－２１ｄＢｍ（１周波数：－２４ｄＢｍ） 

 ダイヤルパルスブレーク検知範囲・・・・ ５３ｍｓ～８０ｍｓ 

 ダイヤルパルスメーク検知範囲・・・・・ ３３ｍｓ～５２ｍｓ 

 ダイヤルパルスポーズ検知時間・・・・・ ３００ｍｓ以上 
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■５ コネクタの用途 

 本装置には、電源用のφ２．１（センタープラス）ＤＣジャック（ＤＣ１２Ｖ）、電話端末接続用のモジュラージャック（ＴＥＬ１、ＴＥＬ２） 

があります。 

 

表５－１ ＤＣ１２Ｖ φ２．１ＤＣジャック 

№ 信 号 名 備    考 

１ 電源入力（＋） ジャックのセンターピンです。 

２ 電源入力（－） ＧＮＤです。 

 

表５－２ ＴＥＬ１、ＴＥＬ２ モジュラージャック 

№ 信 号 名 備    考 

１ 未接続  

２  〃  

３ Ｌ２ 電話機やＦＡＸ等の電話端末設備を接続します。 

４ Ｌ１    〃 

５ 未接続  

６  〃  

 

■６ 設定について 

本装置には、簡易設定と詳細設定があります。 

 特定の番号でダイヤルすることにより、設定モードに切り替わります。 

 簡易設定用の電話番号は「４４４４」、詳細設定用の電話番号は「９９９９」になっています。 

 試験やデモンストレーションでは、設定用の電話番号を使用しないよう、ご配慮願います。 

 

 ・簡易設定方法 

  設定を変更したい回線に電話機を接続し、「４４４４」をダイヤルします。 

  数秒経過すると、第２ダイヤルトーン（ププププ）音が流れますので、変更したい設定番号「０」～「９」をダイヤルします。 

  設定が完了すると完了（ピー）音が流れ、直後に話中（プー、プー）音に変わります。 

  設定が失敗（「＊」や「＃」をダイヤル）するとエラー（ブブブ）音が流れ、直後に話中（プー、プー）音に変わります。 

  ※ダイヤルは、パルス式とプッシュ式、どちらでもできますが、ＡＴ＆Ｔ交換機にされると、日本のパルス式では失敗する可能性があります。 

  ※回線毎に個別に設定できます。 

 

表６－１ 簡易設定表 

設定 

番号 
交換機種別 

極性 

反転 

ナンバー 

ディスプレイ 

信号 

レベル 

無負荷 

回線電圧 
回線電流 リング 備   考 

０ 代表的なＮＴＴ 有 有 標準 ４８Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ ＴＥＬ２のデフォルト 

１ 代表的なＮＴＴ 有 無 標準 ４８Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ ＴＥＬ１のデフォルト 

２ 代表的なＮＴＴ 無 無 標準 ４８Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ  

３ 内線（外線「０」発信） 無 無 標準 ４８Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ  

４ 内線（外線「０」発信） 無 無 標準 ２４Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ  

５ 代表的なＮＴＴ 有 有 低い ４８Ｖ ２０ｍＡ ４４Ｖ  

６ 代表的なＮＴＴ 有 無 低い ４８Ｖ ２０ｍＡ ４４Ｖ  

７ 代表的なＮＴＴ 無 無 低い ４８Ｖ ２０ｍＡ ４４Ｖ  

８ 内線（外線「０」発信） 無 無 低い ４８Ｖ ２０ｍＡ ４４Ｖ  

９ 代表的なＡＴ＆Ｔ 無 無 標準 ４８Ｖ ６０ｍＡ ７０Ｖ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 3 

 

 ・詳細設定方法 

  設定を変更したい回線にプッシュ式電話機を接続し、「９９９９」をダイヤルします。 

  数秒経過すると、コマンド待機中（プルプル）音が流れますので、設定コマンド「０」～「９」、「＃」、「＊」をプッシュします。 

 ○コマンド待機中は、「プルプル」音が出力されます。 

 ○コマンド入力が有効な間は、無音になります。 

 ○コマンドの受付が正常に完了すると、「ピー」音が出力され、コマンド待機中に戻ります。 

 ○コマンドの入力にミスがあるか、５秒間をおくと、「ブブブブブ」音が出力され、コマンド待機中に戻ります。 

 ※全てのコマンド操作は、「＃９１＊」を行なわない限り、電源を切ると失われます。 

  ※コマンド入力は、プッシュ式のみ可能です。 

  ※回線毎に個別に設定できます。 

 

表６－２ フラッシュメモリー設定 

用途 設定コマンド 

信号発生時間を指定 ＃４１ｋｋｕｕｕｕｕ＊ 

信号発生周波数を指定 ＃４２ｋｋｕｕｕｕｕ＊ 

信号発生周波数の音量を指定 ＃４３ｋｋｊｊ＊ 

内線信号発生機能を指定 ＃４６ｄｄ＊ 

制御時間を指定 ＃４７ｋｋｕｕｕｕｕ＊ 

信号発生方法を指定 ＃４８ｋｋｓ＊ 

回線エコーキャンセル機能を制御 ＃５０ｓ＊ 

ナンバーディスプレイ機能を制御 ＃５１ｓ＊ 

ダイヤルスキップ機能を制御 ＃５３ｓ＊ 

ダイヤルパルス検知時間を制御 ＃５４ｓ＊ 

回線極性反転機能を制御 ＃５６ｓ＊ 

第２ダイヤルトーンを制御 ＃５７ｓ＊ 

回線電流を制御 ＃５８ｓ＊ 

無負荷回線電圧を制御 ＃５９ｓ＊ 

送話出力ゲインを指定 ＃６７ｂｂｂ＊ 

ダイヤル桁制限を指定（ファームウエアバージョン２以降対応） ＃００６０ｂｂｂ＊ 

電話番号メモリーを指定 ｇｇｅｅｎｎ・・・ｎ 

 

表６－３ 制御コマンド 

用途 設定コマンド 

出荷時の設定に復元 ＃９０＊ 

現在の設定の登録 ＃９１ｄｄ＊ 

登録済みの設定に復元 ＃９９ｄｄ＊ 

 

コマンド解説で使用している英小文字は、変更可能な値を示しています。 

以下に、その種類と、値の範囲を示します。 

ｎｎ・・・ｎ ０～９、＊、＃、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ （最大２８桁） 

ｓ  ０、１ 

ｄｄ  ００～１０ 

ｋｋ  ００～１５ 

ｅｅ  ００～２８ 

ｊｊ  ００～３９ 

ｇｇ  ００～６１ 

ｂｂｂ  ０００～２５５ 

ｕｕｕｕｕ ０００００～６５５３５ 

※「ｇｇ」、「ｅｅ」と「ｋｋ」を除いて、０は省略できます。 

 これらは変更可能な値であり、コマンドによっては、正常に動作する値の範囲があります。 
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 ◆＃４１ｋｋｕｕｕｕｕ＊ 

  指定した信号発生時間番号の信号発生時間の変更を行ないます。 

 「ｋｋ」は信号発生時間番号（００～１５）、「ｕｕｕｕｕ」が変更する信号発生時間になります。 

 信号発生時間は、４：４０ｍｓ、５：５０ｍｓ、・・・、６５５３５：約１０分 

  ※「ｋｋ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 

 

表６－４ 信号発生時間 

信号発生時間番号 用途 設定コマンド デフォルト ＡＴ＆Ｔ 

００ ダイヤルトーン周期を指定 ＃４１００ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ 

０１ ダイヤルトーン発生時間を指定 ＃４１０１ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ 

０２ リングバックトーン周期を指定 ＃４１０２ｕｕｕｕｕ＊ ３００ ６００ 

０３ リングバックトーン発生時間を指定 ＃４１０３ｕｕｕｕｕ＊ １００ ２００ 

０４ ビジートーン周期を指定 ＃４１０４ｕｕｕｕｕ＊ １００ １００ 

０５ ビジートーン発生時間を指定 ＃４１０５ｕｕｕｕｕ＊ ５０ ５０ 

０６ リング発生時間を指定 ＃４１０６ｕｕｕｕｕ＊ １００ １００ 

０７ リング休止時間を指定 ＃４１０７ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ 

０８ 内線ダイヤルトーン周期を指定 ＃４１０８ｕｕｕｕｕ＊ ５０ ５０ 

０９ 内線ダイヤルトーン発生時間を指定 ＃４１０９ｕｕｕｕｕ＊ ２５ ３０ 

１０ 第２ダイヤルトーン周期を指定 ＃４１１０ｕｕｕｕｕ＊ ２５ ２５ 

１１ 第２ダイヤルトーン発生時間を指定 ＃４１１１ｕｕｕｕｕ＊ １３ １３ 

１２ 未使用 ＃４１１２ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ 

１３  〃 ＃４１１３ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ 

１４ 内線リング発生時間を指定 ＃４１１４ｕｕｕｕｕ＊ ３０ ３０ 

１５ 内線リング休止時間を指定 ＃４１１５ｕｕｕｕｕ＊ ３０ ３０ 

  ※「周期－発生時間＝各繰り返し待ち時間」になります。（リングは除く） 

  ※周期と発生時間を０にすると、持続信号発生になります。（リングは除く） 

  ※（内線）リング休止時間に０以外を指定すると、リング発生時間はリング休止時間を挟んで、２回のみリング発生を行います。 

 

 ◆＃４２ｋｋｕｕｕｕｕ＊ 

  指定した周波数番号の信号発生周波数の変更を行ないます。 

 「ｋｋ」は周波数番号（００～１５）、「ｕｕｕｕｕ」が変更する信号発生周波数になります。 

 信号発生周波数は、３００：３００Ｈｚ、３０１：３０１Ｈｚ、・・・、３４００：３４００Ｈｚ 

  ※「ｋｋ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 

 

表６－５ 信号発生周波数 

周波数番号 用途 設定コマンド デフォルト ＡＴ＆Ｔ 

００ ダイヤルトーン周波数１を指定 ＃４２００ｕｕｕｕｕ＊ ４００ ３５０ 

０１ ダイヤルトーン周波数２を指定 ＃４２０１ｕｕｕｕｕ＊ ０ ４４０ 

０２ リングバックトーン周波数１を指定 ＃４２０２ｕｕｕｕｕ＊ ４００ ４４０ 

０３ リングバックトーン周波数２を指定 ＃４２０３ｕｕｕｕｕ＊ １６ ４８０ 

０４ ビジートーン周波数１を指定 ＃４２０４ｕｕｕｕｕ＊ ４００ ４８０ 

０５ ビジートーン周波数２を指定 ＃４２０５ｕｕｕｕｕ＊ ０ ６２０ 

０６ リング周波数を指定 ＃４２０６ｕｕｕｕｕ＊ １６ ２０ 

０７ 未使用 ＃４２０７ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ 

０８ 内線ダイヤルトーン周波数１を指定 ＃４２０８ｕｕｕｕｕ＊ ４００ ４８０ 

０９ 内線ダイヤルトーン周波数２を指定 ＃４２０９ｕｕｕｕｕ＊ ０ ６２０ 

１０ 第２ダイヤルトーン周波数１を指定 ＃４２１０ｕｕｕｕｕ＊ ４００ ４００ 

１１ 第２ダイヤルトーン周波数２を指定 ＃４２１１ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ 

１２ 未使用 ＃４２１２ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ 

１３  〃 ＃４２１３ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ 

１４ ＦＳＫ送信スペース周波数を指定 ＃４２１４ｕｕｕｕｕ＊ ２１００ ２１００ 

１５ ＦＳＫ送信マーク周波数を指定 ＃４２１５ｕｕｕｕｕ＊ １３００ １３００ 

  ※リング周波数（周波数番号０６）を高くすると、電圧が下がるとともに、歪が増えますので、２０Ｈｚ以下で指定して下さい。 
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 ◆＃４３ｋｋｊｊ＊ 

  指定した周波数番号の信号発生周波数の音量の変更を行ないます。 

 「ｋｋ」は周波数番号（００～１５）、「ｊｊ」が変更する信号発生音量になります。 

 信号発生音量は、０：０ｄＢ、１：－１ｄＢ、・・・、３９：－３９ｄＢ 

  ※「ｋｋ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 

  ※リング周波数の音量（周波数番号０６）は、４（７０Ｖｒｍｓ）～１１（３２Ｖｒｍｓ）の範囲で指定して下さい。 

  ※信号発生方法（＃４８ｋｋｓ＊コマンドで設定）に１を指定すると、周波数２の音量は変調率として扱います。 

 

表６－６ 信号発生音量 

周波数番号 用途 設定コマンド デフォルト 低い設定 ＡＴ＆Ｔ 

００ ダイヤルトーン周波数１の音量を指定 ＃４３００ｕｕｕｕｕ＊ １９ ２９ １３ 

０１ ダイヤルトーン周波数２の音量を指定 ＃４３０１ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ １３ 

０２ リングバックトーン周波数１の音量を指定 ＃４３０２ｕｕｕｕｕ＊ ２４ ３６ １９ 

０３ リングバックトーン周波数２の音量を指定 ＃４３０３ｕｕｕｕｕ＊ ７ ７ １９ 

０４ ビジートーン周波数１の音量を指定 ＃４３０４ｕｕｕｕｕ＊ ２４ ３６ ２４ 

０５ ビジートーン周波数２の音量を指定 ＃４３０５ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ ２４ 

０６ リング周波数の音量を指定 ＃４３０６ｕｕｕｕｕ＊ ４ ８ ４ 

０７ 未使用 ＃４３０７ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ ０ 

０８ 内線ダイヤルトーン周波数１の音量を指定 ＃４３０８ｕｕｕｕｕ＊ １９ ２９ ２４ 

０９ 内線ダイヤルトーン周波数２の音量を指定 ＃４３０９ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ ２４ 

１０ 第２ダイヤルトーン周波数１の音量を指定 ＃４３１０ｕｕｕｕｕ＊ １９ ２９ １３ 

１１ 第２ダイヤルトーン周波数２の音量を指定 ＃４３１１ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ １３ 

１２ 未使用 ＃４３１２ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ ０ 

１３  〃 ＃４３１３ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ ０ 

１４ ＦＳＫ送信スペース周波数の音量を指定 ＃４３１４ｕｕｕｕｕ＊ １５ ３２ １５ 

１５ ＦＳＫ送信マーク周波数の音量を指定 ＃４３１５ｕｕｕｕｕ＊ １５ ３２ １５ 

 

   表６－７ 信号変調率（信号発生方法が変調の場合） 

変 調 率 周波数２の音量 

８９％ ７ 

８０％ ８ 

７１％ ９ 

５６％ １１ 

４０％ １４ 

  ※上記の周波数２の音量（変調率）以外は、指定しないで下さい。 

 

 ◆＃４６ｄｄ＊ 

  内線信号発生機能の変更を行ないます。 

０：内線信号発生機能は無効（デフォルト）、１０：内線信号発生機能は有効（外線「０」発信） 
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 ◆＃４７ｋｋｕｕｕｕｕ＊ 

  指定した制御時間番号の制御時間の変更を行ないます。 

 「ｋｋ」は制御時間番号（００～１５）、「ｕｕｕｕｕ」が変更する制御時間になります。 

 制御時間は、１：０．１秒、２：０．２秒、・・・、６５５３５：約１００分 

  ※「ｋｋ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 

 

表６－８ 制御時間 

制御時間番号 用途 設定コマンド デフォルト ＡＴ＆Ｔ 

００ 発信時フッキング許容時間を指定 ＃４７００ｕｕｕｕｕ＊ ２ ２ 

０１ 着信時フッキング許容時間を指定 ＃４７０１ｕｕｕｕｕ＊ ２０ ２０ 

０２ ダイヤル許容時間を指定 ＃４７０２ｕｕｕｕｕ＊ ２００ ２００ 

０３ 第２ダイヤル許容時間を指定 ＃４７０３ｕｕｕｕｕ＊ ２００ ２００ 

０４ ダイヤル桁間許容時間を指定 ＃４７０４ｕｕｕｕｕ＊ ４０ ３０ 

０５ 転極パルス発生時間を指定 ＃４７０５ｕｕｕｕｕ＊ ５ ５ 

０６ リング繰り返し待ち時間を指定 ＃４７０６ｕｕｕｕｕ＊ ２０ ２０ 

０７ ビジートーン制限時間を指定 ＃４７０７ｕｕｕｕｕ＊ ６００ ０ 

０８ 未使用 ＃４７０８ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ 

０９  〃 ＃４７０９ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ 

１０  〃 ＃４７１０ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ 

１１  〃 ＃４７１１ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ 

１２  〃 ＃４７１２ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ 

１３  〃 ＃４７１３ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ 

１４ 内線リング繰り返し待ち時間を指定 ＃４７１４ｕｕｕｕｕ＊ ２１ ２１ 

１５ 未使用 ＃４７１５ｕｕｕｕｕ＊ ０ ０ 

  ※ダイヤル後に「＃」をプッシュすると、ダイヤル桁間許容時間（制御時間番号０４）をキャンセルし、リングに移行します。 

  ※ビジートーン制限時間（制御時間番号０７）が経過すると、Ｈ＆Ｄ（ハイアンドドライ）に移行しますが、０を指定すると移行しません。 

 

 ◆＃４８ｋｋｓ＊ 

  指定した周波数番号の信号発生方法の変更を行ないます。 

 「ｋｋ」は周波数番号（００～１５）、「ｓ」が変更する信号発生方法になります。 

 信号発生方法は、０：周波数１と周波数２を合成（加算）、１：周波数１を周波数２で変調（乗算） 

  ※「ｋｋ」に「００」～「０９」を指定する場合、「０」は省略できません。 

 

表６－９ 信号発生方法 

周波数番号 用途 設定コマンド デフォルト ＡＴ＆Ｔ 

００ ダイヤルトーン信号発生方法を指定 ＃４８００ｓ＊ ０ ０ 

０１ 未使用 ＃４８０１ｓ＊ ０ ０ 

０２ リングバックトーン信号発生方法を指定 ＃４８０２ｓ＊ １ ０ 

０３ 未使用 ＃４８０３ｓ＊ ０ ０ 

０４ ビジートーン信号発生方法を指定 ＃４８０４ｓ＊ ０ ０ 

０５ 未使用 ＃４８０５ｓ＊ ０ ０ 

０６  〃 ＃４８０６ｓ＊ ０ ０ 

０７  〃 ＃４８０７ｓ＊ ０ ０ 

０８ 内線ダイヤルトーン信号発生方法を指定 ＃４８０８ｓ＊ ０ ０ 

０９ 未使用 ＃４８０９ｓ＊ ０ ０ 

１０ 第２ダイヤルトーン信号発生方法を指定 ＃４８１０ｓ＊ ０ ０ 

１１ 未使用 ＃４８１１ｓ＊ ０ ０ 

１２  〃 ＃４８１２ｓ＊ ０ ０ 

１３  〃 ＃４８１３ｓ＊ ０ ０ 

１４  〃 ＃４８１４ｓ＊ ０ ０ 

１５  〃 ＃４８１５ｓ＊ ０ ０ 
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 ◆＃５０ｓ＊ 

  回線エコーキャンセル機能の変更を行ないます。 

  回線エコーキャンセル機能を有効にすると、送話音声が、受話器から洩れにくくなります。 

０：回線エコーキャンセル機能は無効（デフォルト）、１：回線エコーキャンセル機能は有効 

  ※ＦＡＸやモデム通信を行う場合、無効にしないと通信できません。 

  ※回線エコーキャンセル機能を使用する場合、ＴＥＬ１とＴＥＬ２の両方で有効にして下さい。 

  ※回線エコーキャンセル機能は、交換機内部のエコーを抑制するもので、電話端末のエコーは下がりません。 

 

 ◆＃５１ｓ＊ 

  ナンバーディスプレイ機能の変更を行ないます。 

０：ナンバーディスプレイ機能は無効（ＴＥＬ１のデフォルト）、１：ナンバーディスプレイ機能は有効（ＴＥＬ２のデフォルト） 

 

 ◆＃５３ｓ＊ 

  ダイヤルスキップ機能の変更を行ないます。 

  ダイヤルスキップ機能を有効にすると、オフフック後、直ちにリング動作に移行します。 

０：ダイヤルスキップ機能は無効（デフォルト）、１：ダイヤルスキップ機能は有効 

※ダイヤルスキップ機能を有効にすると、ディップスイッチ操作を行わない限り、設定の変更ができなくなります。 

※ダイヤルスキップ機能を有効にすると、ナンバーディスプレイは、「サービス提供不可」を通知します。 

 

 ◆＃５４ｓ＊ 

  ダイヤルパルス検知時間の変更を行ないます。 

０：代表的なＮＴＴ交換機の検知時間（デフォルト）、１：代表的なＡＴ＆Ｔ交換機の検知時間 

  ※代表的なＮＴＴ交換機の検知時間は、１０ｐｐｓと２０ｐｐｓ何れも検知します。 

  ※代表的なＡＴ＆Ｔ交換機の検知時間は、１０ｐｐｓのみ検知します。 

 

 ◆＃５６ｓ＊ 

  回線極性反転機能の変更を行ないます。 

０：回線極性反転機能は無効、１：回線極性反転機能は有効（デフォルト） 

 

 ◆＃５７ｓ＊ 

  第２ダイヤルトーンの変更を行ないます。 

  「１８４」か「１８６」をダイヤルした際、第２ダイヤルトーンの信号発生を行うか否かを指定します。 

０：第２ダイヤルトーンは無効、１：第２ダイヤルトーンは有効（デフォルト） 

 

 ◆＃５８ｓ＊ 

  回線電流の変更を行ないます。 

０：約２０ｍＡ、１：約６０ｍＡ（デフォルト） 

  ※１を指定していても、回線電圧が２０Ｖを超えると、２０ｍＡになります。 

 

 ◆＃５９ｓ＊ 

  無負荷回線電圧の変更を行ないます。 

０：約２４Ｖ、１：約４８Ｖ（デフォルト） 
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 ◆＃６７ｂｂｂ＊ 

  送話出力ゲインの変更を行ないます。 

  例えば、ＴＥＬ１に接続した電話端末設備で変更する場合、 

ＴＥＬ２に接続した電話端末設備からＴＥＬ１に接続した電話端末設備への音声信号ゲインになります。 

範囲は０～６３（２４ｄＢ～－３９ｄＢ、－１ｄＢｍ単位）で、２４（０ｄＢ）がデフォルトです。 

範囲外の値に変更すると、ミュートになります。 

※コールプログレストーン等の信号レベル音量は変化しません。 

※低い設定の場合は、３１（－７ｄＢ）がデフォルトになります。 

  ※適度なゲインにしないと、音が歪み、聞き取れなくなります。 

 

 

 ◆＃９０＊ 

  出荷時の設定で復元を行ないます。 

  ※出荷時は、ＴＥＬ１は設定番号１、ＴＥＬ２は設定番号１０で復元を行なった状態になっています。 

  ※現在読み出されている全設定番号の設定が出荷時設定になります。 

 

 ◆＃９１ｄｄ＊ 

  現在の設定の登録を行ないます。 

 「ｄｄ」は設定番号（０～１０）になります。 

 設定番号に０を指定すると、起動設定領域に登録を行ないます。 

 設定番号に１～１０を指定すると、起動設定領域と指定番号領域に登録を行ないます。 

  ※設定番号１０は、簡易設定表（表６－１）の設定番号０に対応しています。 

  ※現在の設定が、指定した設定番号の設定に複写され、全設定番号の設定が登録されます。 

 

 ◆＃９９ｄｄ＊ 

  登録済みの設定で復元を行ないます。 

 「ｄｄ」は設定番号（０～１０）になります。 

 設定番号に０を指定すると、起動設定領域に登録済みの設定で復元を行ないます。 

 設定番号に１～１０を指定すると、指定番号領域に登録済みの設定で復元を行ないます。 

  簡易設定は、設定番号１～１０で復元を行い、設定番号０で登録（＃９１＊）を行うことを意味します。 

  ※設定番号１０は、簡易設定表（表６－１）の設定番号０に対応しています。 

  ※電源投入時は、起動設定領域に登録済みの設定で復元を行ないます。 

  ※全設定番号の設定が読み出され、指定した設定番号の設定を、現在の設定に複写します。 

 

 ◆＃００６０ｂｂｂ＊ 

  ダイヤル桁制限の変更を行ないます。 

０：桁制限なし（デフォルト）、１～２７：指定桁数で呼出を開始します。 

 例）ダイヤル桁間タイムアウト（「＃４７０４」設定）または、４桁のダイヤルで呼出を開始する場合 

    ＃００６０４＊ 

 例２）ダイヤル桁間タイムアウト（「＃４７０４」設定）のみで呼出を開始する場合 

    ＃００６００＊ 

  ※ダイヤル桁制限機能は、ファームウエアバージョン２以降で対応しています。 
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 ◆ｇｇｅｅｎｎ・・・ｎ 

  電話番号メモリーの変更を行ないます。 

 「ｇｇ」はメモリー番号、「ｅｅ」は桁数で、「ｎｎ・・・ｎ」が変更する電話番号になります。 

 メモリー番号００：発信回線電話番号、デフォルトは未登録です。 

 メモリー番号１０～１９：非通知電話番号（ユーザー拒否）、デフォルトは未登録です。 

 メモリー番号２０～２９：非通知電話番号（サービス提供不可）、デフォルトは未登録です。 

 メモリー番号３０～３９：非通知電話番号（公衆電話発信）、デフォルトは未登録です。 

 メモリー番号４０～４９：非通知電話番号（サービス競合）、デフォルトは未登録です。 

 メモリー番号５０～５９：緊急通報電話番号（回線保留機能）、デフォルトは、№５０：１１０、№５１：１１９、他は未登録です。 

 メモリー番号６０：簡易設定移行電話番号、デフォルトは「４４４４」です。 

 メモリー番号６１：詳細設定移行電話番号、デフォルトは「９９９９」です。 

  ※「ｇｇ」や「ｅｅ」に「０～９」を指定する場合、「００～０９」で指定して下さい。 

  ※電話番号メモリーは、設定番号１～１０の指定番号領域に保存することはできません。 

  ※発信回線電話番号を登録すると、ナンバーディスプレイは、発信回線の電話番号を通知します。 

  ※非通知電話番号をダイヤルすると、ナンバーディスプレイは、発信電話番号非通知理由を通知します。 

  ※非通知電話番号を使用する場合、発信側の発信回線電話番号は登録せず、非通知電話番号は着信側に登録して下さい。 

  ※緊急通報電話番号は、ファームウエアバージョン２以降で対応しています。 

 例１）発信回線電話番号を、外線「０８２７２４００８１」、内線「１４４４」に変更する場合 

    ００１５０８２７２４００８１＊１４４４ 

 例２）簡易設定移行電話番号を「１２３４」に変更する場合 

    ６００４１２３４ 

 例３）詳細設定移行電話番号を削除する場合 

    ６１００ 

※設定移行電話番号を削除すると、ディップスイッチ操作を行わない限り、設定の変更ができなくなります。 

 

 ・詳細設定強制方法 

  本装置の上蓋を開け、ディップスイッチの№４をＯＮすることにより、詳細設定を強制します。 

  設定を変更したい回線にプッシュ式電話機を接続し、受話器を取ると、 

  コマンド待機中（プルプル）音が流れますので、設定コマンド「０」～「９」、「＃」、「＊」をプッシュします。 

  設定終了後、受話器を置き、ディップスイッチの№４をＯＦＦにします。 

※ディップスイッチの№１～№３を変更しないよう、ご注意下さい。 

 

■７ 回線保留機能（逆信対応）について 

 メモリー№５０～№５９に登録した電話番号でダイヤルを行なうと、回線保留機能が働きます。 

 デフォルトでは、№５０：１１０、№５１：１１９、他は未登録になっています。 

 回線保留機能が働くと、着信側がオンフックを行なうまで、回線が発信側と繋がったままになります。 

 発信側が一時的にオンフックを行なっても、オフフック中は、着信側との通話状態が続きます。 

 発信側がオンフック中は、着信側にダイヤルトーンが流れ、その間に「＃」をダイヤルすると、発信側にリングが鳴ります。 

 ※回線保留機能（逆信対応）は、ファームウエアバージョン２以降で対応しています。 

 ※メモリー№５０～№５９に登録／削除を行なう場合、ＴＥＬ１とＴＥＬ２は同じ設定にする必要があります。 

  発信側が回線保留機能に、着信側が逆信対応に使用しています。 
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■８ 使用上の注意点について 

 ・添付のＡＣアダプター以外の電源を使用される場合、安定化されたものをご使用下さい。 

  電源の雑音が回線に影響する可能性があります。 

・本装置は、２線式電話端末設備用です。 

  ２線式電話端末設備以外に接続されますと、本装置や接続した機器が故障する場合がありますので、接続しないで下さい。 

・本装置と電話端末設備を離される場合、雑音が大きくなる可能性があります。 

  ＣＰＥＶかＫＰＥＶ（計装ケーブル）での配線を推奨いたします。 

 ・ナンバーディスプレイは、発信回線の電話番号を通知するものですが、本装置では発信回線電話番号を登録しない限りダイヤルした番号を通知します。 

ナンバーディスプレイに対応した電話端末設備を接続していただくことで、正常にダイヤルできたかどうかの確認ができます。 
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      TEL(0827)24-0081㈹ 
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